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（資料	 ３）バイオガス生ごみ資源化事業出資者への２０１２年度年次報告書	 一部 
 
ご出資いただいている皆様	 各位 
 

 
	 	 	 特定非営利活動法人	 小川町風土活用センター 

 
２０１１年の報告書を謹んでお送りします。 
２００６年に開始した生ごみ資源化事業も今年で６年目になりました。	 １０年を１つのめどとすれ

ば、何とか折り返し地点を越えることができたことになります。この間、さまざまな技術的な問題があ

りましたが、ふうど会員並びに協力農家諸氏の不屈の精神でなんとか「こなして」きたというのが本音

です。 
さて、２０１０年を境に液肥利用者が大幅に増えました。	 それに伴い慢性的に液肥が足りなくなり、

解決策として、原料の追加（生ごみ提供家庭数の増加）が可能かどうか役場に問い合わせました。役場

の返事は、学校給食センターの残渣の受け入れ量を週４日に増やしてもらえるか検討してほしいという

ことでした。それまでも週２日、学校給食センターからの残飯類を受け入れていましたので、理事会で

諮り、受け入れることとなりました。これによって液肥の生産量が大幅に増え、また町からの資源化委

託費も増額されるので、事業全体にとってプラスになるという判断です。 
昨年４月から新しい受け入れ態勢が始まり、同年８月中までは順調にガス・液肥の生産が行われてき

ましたが、９月に入って液肥の質が悪くなりました。いろいろ調べたところ、その年の９月は猛暑で子

供たちの食欲が落ち、大量の残飯が一時に投入されたことが原因で発酵がうまくいかなくなったことが

わかりました。発酵槽の中を調べるとなんと吟醸香が漂っているではありませんか。うどん・パン・ご

はんなどの大量の炭水化物のせいで、メタン発酵が乳酸・アルコール発酵に置き換わってしまったよう

でした。発酵槽の中身を出し、メタン発酵菌を植え付けなおすという荒療治をおこない、何とか元に戻

すことができました。 
給食の残飯は、炭水化物だけでなく、脂質・タンパク質も豊富です。これらは本来メタン発酵に利用

するにはあまりに栄養がありすぎ、今後同じような問題が生ずる可能性が高く、抜本的な対応策を立て

る必要に迫られました。 
液肥利用者・ふうど会員がだした結論は二つ。	 一つは学校給食の食べ残しをなくす方法を考えるこ

と、もう一つは学校給食の食べ残しを有効活用する方法を考えることです。 
子供たちに食べ物の大切さを実感してもらい、食べ残しを生かすための手段として選んだのが「豚を

飼う」ことでした。豚を育てる過程に子供たちにかかわってもらい、その肉を食べることで命について

感じてもらうことができればと思っています。	 ぶたは埼玉県農林総合研究センター畜産部の協力でバ

ークシャー(黒豚)を３匹提供していただき、プラントに併設して小さな豚舎を作りました。豚が出す糞
尿はもちろんバイオガスプラントに投入しています。「豚」の導入によって液肥の質もかなり改善され

ました。これで農家も安心して液肥を使えるようになります。	  
３．１１以降	 地域のエネルギー自給・食糧自給の重要性が今まで以上に認識されるようになりまし

た。 
皆様におきましても、今後とも本事業に対するご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 
 
 



（資料	 ３）	 豚の飼い方 
・子豚の入手方法	 	 	 埼玉県農林総合研究センター	 畜産研究所に依頼 
・豚小屋の立て方	 	 	 見よう見まね。	 改良の余地大 
・エサのやりかた	 	 	 学校給食の残り。	 足りないときは屑小麦＋ぬか＋おからと野菜くず 
・屠殺＋加工	 	 	 	 	 宇都宮の屠場へ持ち込み。	 枝肉で引き取って小川で精肉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

始め	 ６月中旬	 ３０ｋｇ	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 かわいい！	 	 食べるなんて 
！	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ずっと飼おうという声も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

８月上旬	 	 まだかわいい	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 １２月	 ふてぶてしさが漂いはじめる・・・ 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 お肉にするのが既成事実化。 
 

 
 
 
 
 
豚肉加工の値段とお問い合わせ先 

	 	 ・ 
	 	  
 
 
 
 
 


